
 
 

②
14
億
7
千
万
円
の
財
源
不
足
と
は
？ 

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
合
併
初
年
度
の
平
成

18
年
度
当
初
予
算
は
、
約
14
億
7
千
万
円
の
財
源

不
足
を
生
じ
、
基
金
（
貯
金
）
を
取
り
崩
し
て
補
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
18
年
度
終
了
ま
で
に
は
、
約
半

分
の
7
億
円
程
度
の
財
源
不
足
に
縮
小
で
き
る
見
込

み
で
す
。 

こ
れ
は
、
合
併
し
て
初
め
て
の
予
算
で
あ
っ
た
た

め
、
歳
入
（
収
入
）
は
特
に
厳
し
く
見
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
結
果
は
普
通
交
付
税
な
ど
が
見
込
み
よ
り

大
き
く
増
え
た
こ
と
、
一
方
で
全
職
員
の
調
整
手
当

の
カ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
歳
出
（
支
出
）
を
抑
え
る
見

込
み
が
た
っ
た
こ
と
な
ど
で
財
源
不
足
の
縮
小
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。 

①｢

特
別
重
点
期
間｣

を
設
定
し
ま
す
。 

合
併
後
10
年
間
（
平
成
18
年
度
か
ら
27
年
度
）
の
う

ち
前
半
で
あ
る
平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
（
5
年
間
）

ま
で
は
特
に
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の

期
間
を
「
特
別
重
点
期
間
」
と
位
置
付
け
ま
す
。
そ
し
て
、

行
革
大
綱
及
び
同
実
施
計
画
（
平
成
18
年
度
〜
21
年
度
）

に
沿
っ
て
徹
底
し
た
財
政
健
全
化
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

②
人
件
費
を
減
ら
し
ま
す
。 

一
、
職
員
数
を
現
在
の
700
名
か
ら
合
併
特
例
期
間
の
十

年
間
（
平
成
18
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
）
で
、
約
500

名
ま
で
減
ら
し
ま
す
。 

二
、
「
特
別
重
点
期
間
」
は
、
市
長
の
給
料
を
こ
れ
ま
で

10
％
削
減
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
新
た

に
年
間
12
％
削
減
し
ま
す
。 

三
、
助
役
の
給
料
も
こ
れ
ま
で
5
％
削
減
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
新
た
に
年
間
10
％
削
減
し

ま
す
。
教
育
長
及
び
区
長
の
給
料
も
こ
れ
ま
で
の

5
％
削
減
に
加
え
、
新
た
に
6
％
削
減
し
ま
す
。 

四
、
一
般
職
員
に
つ
い
て
は
、
国
の
示
し
た
新
し
い
給
与

制
度
（
新
給
料
表
平
均
4.8
％
の
引
き
下
げ
）
を
適
用

し
、
昨
年
10
月
か
ら
調
整
手
当
（
3
％
）
を
廃
止
し

て
お
り
ま
す
。 

「
特
別
重
点
期
間
」
中
は
、
さ
ら
に
給
与
の
削
減
を
職

員
組
合
に
提
案
し
て
い
る
最
中
で
す
。 

③
各
種
運
営
事
務
費
を
減
ら
し
ま
す
。 

一
、
年
間
を
通
じ
た
市
の
運
営
事
務
費
は
、
10
％
以
上

の
削
減
（
Ｈ
18
対
比
）
を
し
ま
す
。
市
長
交
際
費
に

つ
い
て
も
、
25
％
を
削
減
し
、
節
制
に
努
め
ま
す
。 

二
、
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
民
間
委
員
を
交
え
た｢

奄

美
市
補
助
金
等
評
価
委
員
会
（
仮
称
）｣

の
審
査
に
付

し
た
う
え
で
、
補
助
金
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。 

④
公
共
事
業
及
び
公
債
費
（
借
金
）
を
減
ら
し
ま
す
。 

一
、
実
質
公
債
費
比
率
（
収
入
に
占
め
る
借
金
返
済
額
の

割
合
）
を
10
年
間
で
18
％
以
下
に
す
る
た
め
、
起
債

（
借
金
）
枠
を
1
年
間
で
一
般
会
計
30
億
円
、
特
別

会
計
枠
を
8
億
円
と
し
、
合
計
38
億
円
枠
を
設
定
し
、

そ
の
範
囲
内
で
公
共
事
業
を
行
い
ま
す
。 

二
、
事
業
費
及
び
起
債
（
借
金
）
枠
を
縮
減
す
る
た
め
、

一
部｢

一
般
競
争
入
札｣

を
導
入
し
ま
す
。 

三
、
公
債
費
（
借
金
返
済
）
の
圧
縮
を
図
る
た
め
、
平
成

19
年
度
か
ら
21
年
度
の
3
年
間
の
間
に
利
率
5.0
％

以
上
の
起
債
（
借
金
）
に
つ
い
て
、
繰
上
げ
償
還
ま
た

は
低
金
利
へ
の
借
り
換
え
を
進
め
ま
す
。 

以
上
、
財
政
の
健
全
化
計
画
に
つ
い
て
概
略
を
述

べ
ま
し
た
が
、
特
別
職
及
び
一
般
職
員
一
同
が
一
致

団
結
し
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

不
退
転
の
決
意
で
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

奄
美
市
長 

平 

田 

隆 

義

お
問
い
合
わ
せ
先 

奄
美
市
総
務
部
財
政
課 

（
代
）
五
二
―
一
一
一
一
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（H19．2．1現在） 

世帯数  20,784 世帯 

人  口   48,857 人 

男        22,635 人 

女    26,222 人 

奄美市の人口･世帯数 
（推  計）

～自然・ひと・文化が共につくるきょらの郷
しま

～

 

◆奄美市人事行政状況………………………… 2 面

◆県議選挙、軽自動車・原付移動手続き…………3 面

◆コミュニティ助成事業、都会生活他……… 4 面

◆末広・港土地区画整理事業、労働力調査他……5 面

◆オオトラツグミ調査、奨学金、省エネ他…………6 面

◆公民館事業、やさしい農業、奨学生他………………7 面

◆老人福祉バス、健康大切に、ま～さんど他…………8 面

◆健診日程、戸籍、文化センター、お便り他………9 面

◆市有地競売、合併記念祭、名瀬支所から他…………10 面

◆笠利支所から……………………………………………11 面

◆まちの話題………………………………………………12 面

今 月 の ペ ー ジ

スモモの花 

今後の財政の健全化に向け「財政健全化計画」を策定しました。 
以上のことから、奄美市の財政の健全化を図るため、次のことを実行していきます。

奄
美
市
財
政
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
昨
年
10
月
末
市
民
出
前
講
座
用
に
作
成
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
12
月
に
一
部
マ
ス
コ

ミ
に
よ
っ
て
、
当
初
の
趣
旨
と
異
な
っ
た
か
た
ち
で
全
国
に
報
道
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
は
じ
め
本
土
在
住
の
郷
土
出
身
者
そ
の
他

奄
美
関
係
の
方
々
に
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
市
民
の
皆
様
に
市
の
財
政
実
情
と
新
年
度
（
平
成
19
年

度
）
以
降
の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
方
策
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
市
民
の
皆
様
に 

① 
｢

何
も
し
な
い
で
放
っ
て
お
け
ば
、
た
い
へ
ん｣

と
い
う
実
情
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

② 

あ
り
の
ま
ま
の
財
政
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？ 

と
い
う
主
旨
で
作
成
い
た
し
ま
し
た
。 

①
財
政
が
厳
し
く
な
っ
た
主
な
要
因
は
？ 

ま
ず
、
国
か
ら
来
る
交
付
税
が
、
平
成
12
年
度
の

ピ
ー
ク
時
か
ら
、
こ
の
5
年
間
で
約
13
億
円
も
減
少

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、

国
や
県
の
補
助
金
も
、
平
成
16
年
度
か
ら
こ
の
3
年

間
で
約
16
億
円
も
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

対
し
て
国
か
ら
の
税
源
移
譲
は
、
こ
の
3
年
間
で
約

5
億
6
千
万
円
し
か
増
え
て
い
ま
せ
ん
。 

こ
れ
が
、
税
収
な
ど
自
主
財
源
の
少
な
い
本
市
に

と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
た
要
因
の

一
つ
目
で
す
。 

二
つ
目
に
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
等
に
よ
り
扶
助

費
（
生
活
保
護
費
な
ど
福
祉
関
係
経
費
）
が
増
え
続

け
て
い
る
こ
と
。 

三
つ
目
に
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
景
気
対
策
や

公
共
工
事
の
増
加
に
よ
り
、
道
路
、
港
湾
、
学
校
、

③
現
在
、
起
債
（
借
金
）
残
高
は
569
億
円
（
18
年
度

末
見
込
み
）
で
す
。 

平
成
18
年
度
末
の
起
債
（
借
金
）
残
高
見
込
み
額

は
、
約
569
億
円
と
な
り
ま
す
。 

内
訳
は
、
一
般
会
計
で
403
億
円
、
特
別
会
計
で
151
億

円
、
水
道
会
計
で
15
億
円
で
す
。
（
特
別
会
計
や
水

道
会
計
ま
で
公
表
す
る
自
治
体
は
あ
ま
り
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
市
は
公
表
し
て
い
ま
す
。
）
こ

れ
ら
の
起
債
（
借
金
）
は
、
国
が
交
付
税
を
つ
け
て

自
治
体
の
負
担
を
軽
く
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
実
際

の
借
金
は
、
569
億
円
か
ら
国
の
交
付
税
約
161
億
円
を

差
し
引
い
た
約
408
億
円
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
は
、
過
去
数
十
年
に
わ
た
っ
て
、
道
路
、
港

湾
、
学
校
、
下
水
道
そ
の
他
の
公
共
施
設
を
整
備
し

て
き
た
事
業
費
の
起
債
（
借
金
）
の
結
果
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
は
、
市
民
生
活
に
必
要
な

施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
起
債
（
借
金
）
残
高
は
、
向
こ
う
30
年
余
り

で
、
中
長
期
に
わ
た
っ
て
返
し
て
い
き
ま
す
。 

④
赤
字
イ
コ
ー
ル
即
再
建
団
体
と
は
な
り
ま
せ

ん
。 

起
債
（
借
金
）
残
高
は
た
し
か
に
大
き
い
で
す
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
赤
字
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

赤
字
か
ど
う
か
を
決
め
る
も
の
に
、｢

実
質
収
支
比

率｣

と
い
う
尺
度
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
は
、
標
準
財
政
規
模
（
地
方
公
共
団
体
の
標

準
的
な
一
般
財
源
の
収
入
額
）
に
対
す
る
実
質
収
支

額
の
割
合
を
い
い
ま
す
。 

実
質
収
支
と
は
、
そ
の
年
度
に
属
す
べ
き
収
入
と

支
出
の
実
質
的
な
差
額
（
形
式
収
支
か
ら
繰
越
す
べ

き
財
源
を
差
し
引
い
た
も
の
）
つ
ま
り
、
市
町
村
の

「
黒
字
」
ま
た
は
「
赤
字
」
を
意
味
し
ま
す
。 

一
般
的
に
は
、
3
〜
5
％
程
度
の
黒
字
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
奄
美
市
の｢

実
質
収
支
比

率｣

は
1.41
と
黒
字
で
す
。 

全
国
で
マ
イ
ナ
ス
の
一
番
大
き
い
市
が
、｢

マ
イ

ナ
ス
37｣

で
し
た
。
マ
イ
ナ
ス
20
を
越
し
て
は
じ
め

て
、
い
わ
ゆ
る
「
財
政
再
建
団
体
」
と
い
い
ま
す
。

現状と課題

今後の取り組み 

住
宅
な
ど
公
共
施
設
の
整

備
を
す
す
め
ま
し
た
が
、
そ

の
起
債
（
借
金
）
の
支
払
い

期
間
中
に
あ
る
こ
と
。 

四
つ
目
に
、
三
つ
の
市
町

村
が
多
く
の
起
債
（
借
金
）

を
抱
え
な
が
ら
合
併
し
た

こ
と
、
な
ど
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

（奄美市役所本庁） 



 
 

奄美市だより 平成 19年 3月号                                             (2) 

⑴職員の 18 年度採用

状況 
職 種 採用人数
一般事務 0人 
その他 0人 
計 0 人 

⑵職員数の状況 （h18.4.1 現在 単位：人） 
区  分 職員数 備 考 
部  門 平成 18 年  

議 会 7 
総 務 128 
税 務 39 
民 生 113 
衛 生 39 
労 働 1 
農 水 67 
商 工 17 
土 木 68 

一
般
行
政
部
門 

小 計 479 
教 育 107 特

別
行

政
部
門 小 計 107 

普通会計 計 58 
水 道 28 
下水道 17 
病 院 11 
その他 61 

公
営
企
業
等 

会
計
部
門 

小 計 117 
合 計 703 

（注） 
職員数は一般職に属
する職員数（教育長含
む）であり、地方公務
員の身分を保有する休
職者、派遣職員などを
含み、臨時職員又は非
常勤職員を除いていま
す。 

 

⑶年齢別職員構成の
状況 
(18.4.1 現在） 

区分 職員数 

20～23 歳 4 

24～27 歳 37 

28～31 歳 45 

32～35 歳 53 

36～39 歳 66 

40～43 歳 72 

44～47 歳 94 

48～51 歳 140 

52～55 歳 127 

56～59 歳 65 

計 703 

「地方公務員法」及び「奄美

市人事行政の運営等の状況の

公表に関する条例」に基づき、

平成18年度奄美市の人事行政

の運営等の状況について公表

します。 

奄美市の 
人事行政運営等の
状況を公表します 

⑵職員給与費の状況（普通会計予算） 
給  与  費 

区 分 
職員数 
（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 

１人当たり給与費 
（Ｂ／Ａ） 

18 年度 582 人 2,513,794 千円 370,197 千円 1,050,257 千円 3,934,248 千円 6,759 千円 
（注）1 議員・その他報酬、特別職給与は含まれていません。 
   2 給与費は、12 月補正後の予算額です。 

⑶ラスパイレス指数の状況（h18.4.1 現在）  

奄美市 95.7 
（ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地

方公務員の給与水準を示す指数です。） 

⑷職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 
平成 18 年地方公務員給与実態調査に基づく本市の平均給料月額は 353,700 円で、

平均年齢は 44 歳 8 月です。 

(1)人件費の状況（普通会計決算） 
平成 18 年 3 月 20 日に合併したため、17 年度決算額は記載しておりま

せん。 

⑸職員の初任給の状況（h19.1.1 現在） 
区   分 本  市 国 

大学卒 170,200 円 171,900 円
一般行政職 

高校卒 138,400 円 138,400 円

⑹職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 
（平成 18 年 4 月 1日現在） 

区  分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

大学卒 267,500 円 325,100 円 392,050 円 
一般行政職 

高校卒 238,633 円 307,925 円 369,700 円 

⑺一般行政職の級別職員数の状況（平成 18 年 4 月 1日） 
区 分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 計 

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事 
技師 

主事 
技師 

係長 
主査 
主事 
技師 

係長 
主査 
主事 
技師 

主幹 
係長 
主事 
技師 

課長補佐
主幹 

部長 
課長 
参事 

 

職員数 14 人 23 人 29 人 34 人 45 人 58 人 220 人 81 人 504 人 
構成比 2.8％ 4.6％ 5.8％ 6.7％ 8.9％ 11.5％ 43.6％ 16.1％ 100％ 

（注）1 奄美市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
   2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

⑻職員手当の状況 
区 分 本 市 国 

①期末手当 
勤勉手当 

国と同じ 

（支給割合） 
期末手当 勤勉手当 

06 月支給 1.40 月分 0.725 月分 
12 月支給 1.60 月分 0.725 月分 
12 月計給 3.00 月分 1.45 月分 
※職務の級による加算措置あり 

区 分 内  容 

③地域手当 
東京事務所（給料月額＋扶養手当）×18％ 2 人
大阪事務所（給料月額＋扶養手当）×15％ 1 人
医師   （給料月額＋扶養手当）×15％ 2 人

区 分 本  市 国 

②退職手当

（支給割合） 
自己都合 勧奨・定年

勤続 020 年 023.5 月分 32.76 月分
勤続 025 年 033.5 月分 41.34 月分
勤続 035 年 047.5 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

（支給割合） 
自己都合 勧奨・定年

勤続 020 年 023.5 月分 30.55 月分
勤続 025 年 033.5 月分 41.34 月分
勤続 035 年 047.5 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

区  分 内  容 
支給対象職員 1 人
当たりの平均支給
月額（一般行政職） 

④特殊勤
務手当 

著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務その他の著しく特殊な勤務で、給与上特別な考
慮を必要とし、かつ、その特殊性を給料で考慮することが適当でないと認められるものに
従事する職員に、その勤務の特殊性に応じて支給する手当で１５種類があります。 
収納事務手当・伝染病防疫作業従事手当・福祉手当・指導主事手当・汚物処理作業従事手
当・地籍調査業務手当・林政業務手当・老人ホーム勤務手当・医師手当・診療所勤務看護
師手当・ハブ取扱手当・特殊自動車乗務者手当・家畜等取扱作業従事者手当・滞納徴収事
務手当・用地補償事務手当 

3,300 円 

区  分 内  容 

⑤扶養手当 

扶養親族である配偶者 13,000 円／配偶者以外の扶
養親族のうち２人まで 6,000 円／扶養親族でない
配偶者を有する場合の扶養親族のうち１人 6,500
円／配偶者のない扶養親族のうち１人 11,000 円／
その他の扶養親族（１人につき）5,000 円／扶養親
族のうち特定期間（満 15 歳に達する日後の最初の
4 月 1 日から満 22 歳に達する日以後の最初の 3 月
31 日までの期間）にある子（１人につき・加算額）
5,000 円 

特別職の報酬等の状況（h19.1.1 現在） 
区  分 給料月額等 期末手当 
市  長 769,000 円 
助  役 639,000 円 給料

地域自治区長 590,000 円 
議  長 420,000 円 
副議長 349,000 円 

旧名瀬市 321,000 円 

旧住用村 228,000 円 

報酬
議員

旧笠利町 229,000 円 

（支給割合） 
 
06 月期 1.6 月分 
12 月期 1.7 月分 
12 計計 3.3 月分 
※加算措置あり 

（注）議員報酬について、在任特例期間中は旧市町村の
とおりとし、期間終了後は 321,000 円とする。 

区  分 内  容 
交通機関
利用者 

最高支給限度額 
1 か月あたり 55,000 円 

⑦通勤手当
交通用具
使用者 

02ｋｍ～05ｋｍ未満 02,000 円
05ｋｍ～10ｋｍ未満 04,100 円
10ｋｍ～15ｋｍ未満 06,500 円
15ｋｍ～20ｋｍ未満 08,900 円
20ｋｍ～25ｋｍ未満 11,300 円
25ｋｍ～30ｋｍ未満 13,700 円
30ｋｍ～35ｋｍ未満 16,100 円
35ｋｍ～40ｋｍ未満 18,500 円
40ｋｍ～45ｋｍ未満 20,900 円
45ｋｍ～50ｋｍ未満 21,800 円
50ｋｍ～55ｋｍ未満 22,700 円
55ｋｍ～60ｋｍ未満 23,600 円
60ｋｍ以上     24,500 円

区  分 内  容 

借家 
借間 

月額 12,000 円を超える家賃を支払ってい
る職員 1,000 円～27,000 円 

⑥住居手当 

持家 
持家居住者で世帯主である職員 2,500 円。
ただし当該新築又は購入の日から起算して
5年を経過してないものであること 

１ 職員の任免及び

職員数に関する状況

２ 職員の給与の状況 

３ 職員の勤務時間、その他の 

勤務条件の状況 
 

⑴勤務時間等の状況（h19.1.1 現在） 
勤務時間 休憩時間 休息時間 

8 時 30 分～
17 時 15 分 

12 時 15 分～
13 時 00 分 

12 時 00 分～
12 時 15 分 
17 時 00 分～
17 時 15 分 

 

⑵休暇等の状況（h19.1.1 現在） 
休 暇 等 付与日数・期間等 

年次有給休暇 年 20 日 
介護休暇 連続する 6月 
育児休暇 子が 3歳に達する日まで 

（注）上記以外に病気休暇、特別休暇等
があります。 

４ 職員の分限処分及び 

懲戒処分の状況 
 
⑴分限処分の状況（h19.1.1 現在）
          合計 
免職 降任 降給 休職  
0 人 0 人 0 人 5 人 5 人
（注）分限休職処分については、地公

法第 28 条第 2項 
第 1 号による長期病気休職事由によ
る。

⑵懲戒処分の状況（h19.1.1 現在）
           合計
免職 停職 減給 戒告  
0 人 1 人 0 人 0 人 1 人
（注）懲戒停職処分については、地公
法第 29 条第 1 項第 1 号による道路交
通法違反処分事由による｡ 
 

５ 職員の服務の状況 
休暇等の取得状況 

休 暇 等 全職員
年次有給休暇（年平均） 14.0 
介 護 休 暇 0 
育 児 休 業 2 

（注）育児休業は平成 18 年中の新
規申請分 

６ 職員の研修の状況 
 
 研 修 名 修了人員

一般職員研修 95 人基本
研修 管理・監督職員研修 518 人

専門研修 6 人 
派遣研修 3 人 

職 員
研修

合 計 622 人

７ 職員の福祉及び利益の 

保護の状況 
健康診断等の状況 

区 分 受診者数
定期健康診断 485 人 
結核検診 288 人 

ＶＤＴ作業従事者検診 27 人 
人間ドック 249 人 

※ＶＤＴ作業…ディスプレイ、キーボード等
により構成される機器を使用してデータの
入力・検索・照会等、文章・画像等の作成・
編集・修正等、プログラミング、監視等を行
う作業 

８ その他 
 平成 18 年度 市職員採用試験状況 
採用区分 申込者 受験者 最終合格者 
一般事務 81 人 71 人 9 人 
保健師 5人 3 人 1 人 
電 気 1 人 1 人 0 人 
農 業 13 人 12 人 1 人 
消防士 21 人 19 人 3 人 



  (3)                                             奄美市だより 平成 19年 3月号 
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し
ま
し
ょ
う
。 

◇投票所一覧表◇ 
投票地区名 投票所名 住  所 区  域 

第 1 投票区 奄美文化センター 長浜町 517 番地 長浜町 

第 2投票区 金久中学校体育館 塩浜町 15 番 10 号 塩浜町・矢之脇町 

第 3投票区 金久保育所 柳町 6番 2号 柳町・入舟町・金久町 

第 4投票区 名瀬幼稚園 幸町 25 番 16 号 井根町・幸町 

第 5投票区 名瀬小学校教室 永田町 1番 1号 永田町・末広町 

第 6投票区 公益社会館 伊津部町 19 番 2号 伊津部町 

第 7投票区 小浜保育所 小浜町 32 番 1号 小浜町・港町 

第 8投票区 奄美小学校体育館（北）久里町 15 番 10 号 石橋町・久里町 

第 9投票区 奄美小学校体育館（南）久里町 15 番 10 号 安勝町・古田町 

第 10 投票区 春日保育所 春日町 1番 1号 春日町・小俣町 

第 11 投票区 名瀬中学校武道館 真名津町 14 番 1号 真名津町・平田町 

第 12 投票区 小宿小学校教室 小宿 900 番地 小宿・里 

第 13 投票区 知根小学校体育館 根瀬部 91 番地 知名瀬・根瀬部 

第 14 投票区 崎原小中学校会議室 崎原 44 番地 崎原 

第 15 投票区 小湊小学校体育館 小湊 281 番地 小湊・名瀬勝 

第 16 投票区 大川小中学校体育館 西仲勝 1201 番地 3 
伊津部勝・西仲勝・西田・前勝・

朝戸 

第 17 投票区 芦花部公民館 芦花部 1127 番地 芦花部・有良 

第 18 投票区 朝日中学校技術室 朝日町 29 番地 1 鳩浜町・大熊・朝日町 

第 19 投票区 有屋公民館 有屋町 24 番地 7 
有屋・有屋町・仲勝・仲勝町・

和光町 

第 20 投票区 朝仁児童館 朝仁 533 番地 朝仁・朝仁町・朝仁新町 

第 21 投票区 上佐大熊集会場 佐大熊町 2282 番地 1 佐大熊町 

第 22 投票区 浜里集会場 浜里町 14 番地 浜里町・平松町 

第 23 投票区 浦上公民館 浦上町 44 番地 1 浦上・浦上町 

第 24 投票区 住用中学校体育館 住用町役勝 27 番地 
西仲間・石原・山間・上役勝・

中役勝・下役勝・戸玉 

第 25 投票区 東城中学校体育館 住用町摺勝 610 番地 
和瀬・摺勝・見里・城・川内・

東仲間 

第 26 投票区 市公民館 住用町市 659 番地 市 

第 27 投票区 赤木名小学校体育館 笠利町中金久 142 番地 里・中金久・外金久 

第 28 投票区 屋仁地区振興センター 笠利町屋仁 75 番地 川上・屋仁 

第 29 投票区 佐仁へき地保健福祉館 笠利町佐仁 78 番地 佐仁(1 区)・(2 区) 

第 30 投票区 笠利小学校体育館 笠利町笠利 399 番地 
笠利(1 区)・(2 区)・(3 区)・用・

辺留・須野 

第 31 投票区 宇宿小学校体育館 笠利町宇宿 166 のロ番地 﨑原・土盛・宇宿・城間・万屋 

第 32 投票区 節田小学校体育館 笠利町節田 246 番地 和野・節田・平・土浜 

第 33 投票区 用安へき地保健福祉館 笠利町用安 1161 番地の 2 用安 

第 34 投票区 喜瀬へき地保育所 笠利町喜瀬 250 番地 
喜瀬(1 区)・(2 区)・(3 区)・ 

打田原(鯨浜) 

第 35 投票区 手花部小学校体育館 笠利町手花部 2811 番地 打田原・前肥田・手花部 

平成 19年 3月 22日以降に市内転居届出をされる有権者は、前住所地の選挙人名簿に登録されて
いますので、前住所地の投票所で投票してください。 
※詳しくは奄美市選挙管理委員会事務局へお問合せください。電話 52―1111（内線 710～712） 
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（
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。
） 

請
求
が
あ
り
ま
す
と
書
類
に
不

備
が
な
け
れ
ば
、
奄
美
市
選
挙
管
理

委
員
会
は
投
票
用
紙
等
を
滞
在
先

の
選
挙
人
あ
て
、
封
書
で
送
付
い
た

し
ま
す
。 

選
挙
人
は
送
付
さ
れ
て
き
た
封

書
を
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
持
参
し
て
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
住
所
を
親
元
に

残
し
た
ま
ま
他
市
町
村
に
居
住
し
、

通
学
し
て
い
る
学
生
は
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

病
院
な
ど
か
ら
の 

不
在
者
投
票 

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
ま

た
は
入
所
中
の
人
で
歩
行
困
難
な

人
は
、
そ
の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。（
指
定
施
設
に
限
る
。
） 

郵
便
等
に
よ
る 

不
在
者
投
票 

①
選
挙
人
が
身
体
に
障
害
が
あ
り

歩
行
困
難
な
た
め
に
郵
便
で
投

票
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
す
。

（
身
体
障
害
者
手
帳
等
に
記
載

さ
れ
て
い
る
両
下
肢
、
体
幹
、
心

臓
等
の
障
害
の
程
度
が
、
政
令
で

定
め
る
級
に
該
当
す
る
方
、
ま
た

は
介
護
保
険
証
に
要
介
護
5
と

記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
、
自
書
で

き
る
等
の
条
件
を
要
し
ま
す
。
） 

②
右
記
①
に
該
当
す
る
方
で
、
自
ら

投
票
の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
等

に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の

投投
票票
でで
きき
るる
人人  

○
昭
和
62
年
4
月
9
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人  

○
平
成
18
年
12
月
29
日
以
前
か

ら
奄
美
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
（
平
成
18

年
12
月
29
日
ま
で
に
転
入
届
を

し
た
人
を
含
む
。
）
で
、
奄
美
市

に
引
き
続
き
住
所
を
有
し
、
か
つ

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
期
間 

 

選
挙
人
名
簿
登
録
確
認
の
た
め

平
成
19
年
3
月
30
日
（
金
）
（
午

前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
）

に
、
奄
美
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

い
て
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

期
日
前
投
票 

投
票
日
に
仕
事
や
出
張
、
レ
ジ
ャ

ー
な
ど
で
不
在
に
な
る
人
の
た
め

に
、
投
票
日
で
な
く
て
も
投
票
で
き

る
、
期
日
前
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。 期

日
前
投
票
は
、
告
示
日
の
翌
日

3
月
31
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま

で
毎
日
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
8
時
ま
で
、
土
曜
日
や
日
曜
日

で
も
（
名
瀬
・
住
用
・
笠
利
）
各
総

合
支
所
間
で
で
き
ま
す
。 

他
市
町
村
か
ら
の 

不
在
者
投
票 

長
期
出
張
や
出
稼
ぎ
な
ど
の
た

め
、
奄
美
市
を
遠
く
離
れ
、
投
票
の

た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
帰
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
は
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
奄
美

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
て
「
投

票
用
紙
等
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
を
添

忘れていませんか！ 
軽自動車・原付バイクの異動手続き                     
◎50cc～125cc の原動機付自転車（原付）  
申告事項 届出先 必要なもの 手数料 

新規登録 
名瀬総合支所税務課 
住用総合支所市民福祉課 
笠利総合支所市民課 

所有者の印鑑と販売（譲渡）証明  

名義変更 同上 
新旧所有者の印鑑とナンバープレー
ト 

 

廃 車 同上 所有者の印鑑とナンバープレート  

盗 難 同上 所有者の印鑑 
標識弁償金 
200円 

標識再交付 
（破損等） 

同上 所有者の印鑑とナンバープレート  

転 出 
同上または転出先市区町村
役場税務課 

所有者の印鑑とナンバープレート  

 

お問合せ先：名瀬総合支所税務課(52-1111) 

住用総合支所市民福祉課税務係(69-2111) 

笠利総合支所市民課税務係(63-1111) 

 

◎125cc を超えるもの・軽自動車については、下記までお問い合わせ

ください。 
鹿児島県自動車整備振興会大島支部 ℡：52‐1496 

軽自動車税というのは、年 1回、4月 1日付

で軽自動車・原付バイクを所有している人に、

課税することになっております。所有する軽自

動車等を譲ったり、廃車した場合は、3月末ま

でに廃車・名義変更等の申告を済ませていただ

きますようお願いいたします。届出先と必要な

ものは次のとおりです。 

車
イ
ス
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

告
示
日
の
翌
日
3
月
31
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
4
月
7
日
ま
で
の

期
日
前
投
票
期
間
は
、
各
総
合
支
所

に
車
イ
ス
を
配
置
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
投

票
日
当
日
は
全
投
票
所
に
車
イ
ス

を
配
置
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

今
回
の
選
挙
か
ら
、 

投
票
所
が
一
部
変
更
に 

な
り
ま
す
。 

第
13(

知
名
瀬
公
民
館)
・
第
14

(

根
瀬
部
公
民
館)

を
統
合
し
て
第

13(

知
根
小
学
校
体
育
館)

へ
変
更

に
な
り
ま
し
た
。 

自
分
の
投
票
所
を
よ
く
確
か
め

て
か
ら
投
票
所
へ
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 

程
度
が
１
級
で
あ
る
と
記
載
さ

れ
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。
）
は
、

代
理
人
に
投
票
に
関
す
る
記
載

を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
代
理
記
載
人
と
な
る
方
は

あ
ら
か
じ
め
届
け
出
が
必
要
で

す
。 

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

す
る
に
は
、
申
請
を
し
て
郵
便
等
投

票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
期
限
が
切
れ
て
い
る
方

は
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

投
票
時
間 

午
前

7

時
か
ら
午
後

6

時
ま

で
。 入

場
券
は
ハ
ガ
キ
で
案
内 

選
挙
期
日
（
投
票
日
）
の
前
日
ま

で
に
全
有
権
者
に
入
場
券
を
ハ
ガ

キ
で
郵
送
い
た
し
ま
す
。
（
同
一
世

帯
3
名
ま
で
は
、
連
記
に
な
っ
て

い
ま
す
。
） 

市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
り
し

て
、
入
場
券
が
送
付
さ
れ
な
い
と
き

が
あ
り
ま
す
が
、
入
場
券
が
な
く
て

も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
日

の
当
日
、
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
身
分
を

証
明
す
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。 

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
入
場
券

の
再
発
行
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た

他
人
の
入
場
券
で
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。
入
場
券
を
売
っ
た
り
買
っ
た

り
し
ま
す
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。 



春
季
火
災
予
防
運
動
実
施

 

３
月
１
日
（
木
）
～
３
月
７
日
（
水
）

全
国
統
一
標
語

　

『
消
さ
な
い
で　

あ
な
た
の
心
の　

注
意
の
火
。
』

重
点
目
標

　

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

②
放
火
火
災

・
連
続
放
火
火
災
予
防
対
策

の
推
進

　

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火
安

全
対
策
の
徹
底

　

④
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

　

⑤
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発
生
防
止

対
策
の
推
進

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、
春
の
火
災
予
防
運

動
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
を
迎
え
、
地
域
住

民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
高
め
、
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
家
族
や
貴
重
な
財
産
を
守
る

た
め
に
家
庭
内
や
地
域
で
の
火
災
予
防
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

奄
美
市
に
お
い
て
の
火
災
件
数
は
、
29
件
と
前

年
と
変
わ
ら
ず
、
う
ち
建
物
火
災
は
14
件
と
全

体
の
約
５
割
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
奄
美
市
に
お
け
る
火
災
に
お
い
て
、

３
名
の
高
齢
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
自
身

・
大
切
な
人
の
命
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
に
も
『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。

　

火
災
は

『
何
時
』
・
『ど
こ
で
』
発
生
す
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
に
お
い
て
『
火
災
の
怖
さ
』
・

『
火
災
時
の
避
難

・
通
報
』
に
つ
い
て
も
う
一
度

家
族
で
話
し
合
う
こ
と
も
大
事

な
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
が
続
き

ま
す
が
、
火
気
の
取
扱
い
に
は
充
分
注
意
し
て
、

『
毎
日
が
防
火
デ
ー
』
を
目
標
に
家
族
全
員
で
防

火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

都
会
生
活
�
始
�
�

　
　
　
　
　

�
�
�
�

　

今
月
は
今
春
就
職

・

進
学
で
都
会
生
活
を
始

め
る
あ
な
た
へ
の
お
知

ら
せ
で
す
。

　

年
々
増
加
す
る
相
談

件
数
、
都
会
で
は
若

者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
悪
徳
商
法
や
ヤ
ミ
金

・

架
空
請
求

・
保
証
金
詐
欺
等
が
年
々
増
加
し
、

そ
の
手
口
も
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
は
安
易
な
借
入
れ
を
し
な
い
こ
と
と
、

「う
ま
い
話
は
こ
の
世
に
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
肝

に
銘
じ

「
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
き
っ
ぱ
り
と
断

る
」
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

又
、
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
一
人
で
悩
ま
ず
近

く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
私
ど
も
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

市
民
課
市
民
生
活
係　

52-

１
１
１
１ 

内
線
715

・
716

使
�
過
�
�
気
�
�
�

�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

Ｔ
Ｖ
で
さ
か
ん
に
宣
伝
さ
れ
て
い
る

「
お
さ
い
ふ

ケ
イ
タ
イ
」
。
こ
れ
は
、
預
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
連

動
さ
せ
た
決
済
方
法
で
す
。
預
金
と
連
動
さ
せ

た
場
合
は
さ
ほ
ど
問
題
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
場
合
は
金
利
も
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

直
接
現
金
を
支
払
わ
な
く
て
も
す
む
た
め
、
つ
い

つ
い
使
い
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

便
利
な
反
面
危
険
を
伴
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
は
特
に

「
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
強
く
持
ち
、

し
っ
か
り
し
た
人
生
設
計
を
立
て
る
こ
と
が
大
事
で

す
。

　

皆
さ
ん
の
新
生
活

が
楽
し
く
、
有
意
義

な
も
の
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

奄美市だより　平成 19 年 3 月号 （4）

平成 18年度　コミュニティ助成事業・シンポジウム等助成事業

　宝くじの普及・広報活動

を行う財団法人自治総合セ

ンターは受託事業を財源として，コミュニティ活動の健全な発展

を図るため助成事業を行っています。この度，その一部門の「一

般コミュニティ助成事業」と「シンポジウム等助成事業」の助成

を名瀬と笠利町の 5 団体が受けました。

名瀬小宿町内会

名瀬井根町内会

笠利宇宿内会

シマユムタを伝える

文化講演シンポジウム

笠利辺留内会

助成額

250 万円

助成額

250 万円

助成額

250 万円

助成額

250 万円助成額

190 万円

コピー機 ・ テレビ ・ ビデオデッキ ・

会議机 ・ 折椅子 ・ 太鼓 ( チヂン ) ・

テント等購入費。 公民館で 「学習･

文化の発信基地」 として活用中！

9 月 24 日奄美パークにて開催。島唄

で始まり出身者による各島々の方言

披露。後半は落語協会のメンバーに

よる寄席があり， 感動と笑いでいっぱ

いでした。

音響機器一式、 ・ テレビ ・ 発電機 ・

投光機・会議机・パイプ椅子等購入。

集落行事がますます盛り上がりそうで

す。

音響機器一式 ・ カラオケ一式 ・ 屋外

水銀照明器具 ・ 太鼓 ( ちぢん ) ・ 会

議机等購入。 新しい公民館に備品も

揃いました。

平成 18 年 6 月井根町全体の集会施

設 「井 根 町 谷 村 サ ロ ン」 が 誕 生。

会議机 ・ 折椅子 ・ テレビ ・ コピー機

等を購入。 井根町内会も発足。

宝くじは豊かさ
築くチカラもち

宝くじは、広く社会に役立
てられています。

消防法及び市町村条例により，全ての住宅に住
宅用火災警報器等の設置が義務付けられました。
◎適用時期
・ 新築住宅　　　 平成１８年６月１日から設置
・ 既存の住宅　　平成２３年５月３１日までに設置
◎設置場所
　　就寝の用に供する居室 （寝室），寝室がある階の階段などに設置します。
例示 ：　　　は住宅用火災警報器 （煙式）　　　台所については推奨 （熱式）

　火災の煙を感知する火災警報器で，｢天井取り付け式｣と 「壁取り付け式」
があり， 電池を使うタイプと家庭用電源を使うタイプがあります。
※　販売店等で購入されて，その設置基準に沿って誰でも取り付けできす。

機器購入に関するお問合せは

最寄りの電気製品販売店， または消防用設備業者等へ。

住宅用火災警報器に関するご質問などは，

大島地区消防組合　予防課予防係 （５２－０１００）

笠利分署 （６３－１９９９） 住用分駐所 （６９－２１１９） にお気軽にご相談ください。

◎譲ります

品 名 数量 規 格 希望価格

オートバイ（２５０ＣＣ） 1 ホンダ製、クラブマン １３万円

食器棚 1 高さ180cm×幅150cm 2万円

燃費向上グッズ 1 商品名：ランナップ 1,500円

ブリタニカ国際大百科事典 1 全31巻、未開封品 応談

チャイルド・シート 1 ジュニア・シート 3,000円

電話債券 1 応談

家庭用冷蔵庫 1 １５年前購入 3,000円

ベビーベット 1 5,000円

ベビーベット（ふとん付き) 1 電動スイングゆりかご 応談

軽自動車（三菱ムーバ） 1 来年10月まで車検付き 8万円

赤ちゃん用歩行器 1 美品 3,000円

赤ちゃん用電動ゆりかご 1 オルゴール付き 13,000円

規 格 希望価格

中古 応談

－ 応談

それ以外のメーカーでも可 応談

応談

応談

三味線

品 名

◎求めます

リサイクルの情報につきましては、市民生活係まで
お問い合わせ下さい。 電話：５２－１１１１内線７１５・７１６

平成19年2月14日現在

グランドピアノ

ワープロ（できればカシオ製）

原付バイク

ワープロ

リサイクル

情　報

!



奄美市だより　平成 19 年 3 月号（5）

　平成１７年１月に都市計画決定を行い取り
組んでおります 「名瀬都市計画事業末広 ・
港土地区画整理事業」 について、 平成１９
年２月２日付にて事業計画を決定しましたの
で、 お知らせします。
　事業計画の決定を受け、 今後は事業区域
内における行為等については、 右記のとお
り手続き等が必要となりますので、 ご留意く
ださい。
　なお、 ご不明な点などございましたら、 お
気軽にお問い合わせください。

■建築行為の制限 （土地区画整理法第７６条）

　　事業計画決定の公告の日 （平成１９年２月２

日告示） 以降は、 事業施行の障害となる恐れ

がある土地の形質の変更、 建築物の建築、 そ

の他工作物の建設等を行う場合には県知事の

許可を受けなければなりません。

（問い合わせ先）

奄美市役所都市整備課移転補償係

０９９７－５２－１１１１ （内線２２７）

　

■権利の申告 （土地区画整理法第８５条）

　　施行地区内の宅地についての所有権以外の

未登記の権利を有する者、又は有することとなっ

た者は、 その宅地の所有者と連署し、 又はそ

の権利を証する書類を添えて、 書面をもってそ

の権利の種類及び内容を施行者に申告しなけ

ればなりません。

（問い合わせ先）

奄美市役所都市整備課まちづくり推進係

０９９７－５２－１１１１ （内線２２８）

「名瀬都市計画事業末広・港土地区画整理事業」の事業計画決定のお知らせ

労働力調査にご協力ください

　労働力調査は、 就業・ 不就業の実態を明ら

かにすることを目的として、 総務省統計局が都

道府県を通じて毎月実施している国の指定統計

調査です。

　この調査の結果から「完全失業率」 などがわ

かり、 我が国の雇用対策には欠かせない調査

です。

　対象は、 統計理論に従って無作為に選ばれ

た世帯の１５歳以上の方で、 選ばれた世帯に

は調査員が直接お訪ねして調査票の記入をお

願いしますので、 ご協力をお願

いします。

　なお、 調査票は統計以外の

目的に使われることは絶対に

ありません。 また、 秘密の保

護には万全を期していますの

で、 安心して調査にご協力ください。

謹啓時下、 ますますご清祥のこととお喜び申し上
げます。

さて、 （財） 奄美市農業研究センターでは、 奄美
群島の未利用資源や新規素材を中心的なテーマとし
た産学官連携を構築し、 環境 ・ リサイクル産業の創
出、 奄美地域経済の活性化、 循環型経済社会の実
現を目的として地域に根ざした奄美産業クラスターの
形成を図っております。

そこで、 現在地域の課題となっている事項を産学
官の協力によって地域で解決するとともに新産業創出
に寄与したいと考えております。

つきましては、 下記のような事業展開を考えており
ますので、 主旨ご理解の上、 奄美産業クラスター連
携についてご高配賜り、 ご承認下さいますようよろし
くお願い申し上げます。

なお、 会費等はいただきません。

１． 産業の活性化と環境意識の向上へ向けた情報発
信
循環型経済社会を構築するため、 環境 ・ リサイクル
に対する意識向上を図るとともに、 ホームページによ
る施策情報や業界動向の情報発信、 大学や研究機

関との交流の場を創出

２． 広域的な人的ネットワークの形成による技術の創
造、 イノベーションの誘発
地域における環境 ・ リサイクル産業の担い手となる人
材育成及び人的ネットワークの形成を図るとともに、
地域、 企業が求めるニーズと大学等研究機関が有
する研究成果をマッチングすることにより、 技術の創
造を促進

３． 環境の産業化、 新しいビジネスモデルの実現
環境 ・ リサイクル産業に係る人材育成及び人的ネット
ワークの形成により一層の推進を図るとともに、 地域
ニーズや地域に集積された技術、 産学官連携により
創出した技術等を活用した事業化 ・ 起業化の実現

 　　　 ○連絡先
  奄美産業クラスター推進運営委員
  奄美市産業振興部商工水産課
  担当計画調整係中江
  Tel 0997－52－1111 内線 421

奄美産業クラスターの会員募集について



早朝の奄美の森を歩きませんか？
　

一
般
家
庭
に
お
け
る
電
力
消
費
量
の
う
ち
、

待
機
電
力

（
使
っ
て
い
な
く
て
も
、
コ
ン
セ
ン
ト

が
入
っ
て
い
れ
ば
流
れ
て
い
る
電
力
）
は
、
約

10
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
差
し
っ
ぱ

な
し
の
電
気
機
器
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
特
に
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
を
長
期
間
使
わ
な
い
時
期
は
、
コ

ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
お
く
だ
け
で
、
省
エ
ネ
に
な

り
ま
す
。

　

最
近
で
は
省
エ
ネ
タ
ッ
プ
と
い
う
便
利
な
器
具

も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
器
具

を
利
用
し
て
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
、
携
帯
電
話

の
充
電
器
な
ど
の
待
機
電
力
カ
ッ
ト
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
み
ん
な
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

取
り
組
も
う
。

赤
土
等
流
出
防
止
�
�
�
�

　

奄
美
地
域
の
沿
岸
海
域
で
は
、
各
種
の
開
発

行
為
や
農
地
な
ど
か
ら
河
川
や
海
へ
の
赤
土
等

の
流
出
が
見
ら
れ
、
沿
岸
漁
業
や
観
光
へ
の
影

響
、
さ
ら
に
は
環
境
汚
染
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

赤
土
等
の
流
出
は
、
降
雨
に
伴
う
土
壌
の
侵

食
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。
奄
美
の
島
々
で
は
、

亜
熱
帯
性
気
候
や
土
壌
の
性
質
な
ど
自
然
的

要
因
の
ほ
か
に
、
各
種
開
発
行
為
や
営
農
活
動

な
ど
の
人
為
的
要
因
が
加
わ
る
こ
と
で
赤
土
等

が
流
出
し
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

奄
美
の
〝
豊
か
な
海
〟
と
〝
美
し
い
自
然
〟

を
守
る
た
め
に
は
、
行
政

・
事
業
者

・
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
取
組
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
の
心
が
け
で
美
し
い
海
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

名
瀬
総
合
支
所
土
木
課　

５
２‐

１
１
１
１

住
用
総
合
支
所
建
設
課　

６
９‐

２
１
１
１

笠
利
総
合
支
所
建
設
課　

６
３‐

１
１
１
１

奄美市だより　平成 19 年 3 月号 （6）

調査員募集と調査費支援のお願い！
　オオトラツグミさえずり調査に参加するボランティア
調査員の募集及び調査に必要な資金のご寄付をお
願いしております。
　オオトラツグミは奄美大島だけに生息している野鳥
で、 絶滅危惧種Ⅱ類 （環境省） に指定されて、 い
まだ詳しい生態は不明であり生息数も非常に少なく
絶滅の危機にさらされています。

　奄美野鳥の会では、 このオオトラツグミの繁殖個体数の増減を記録しておくた
めに、 1994 年からさえずり一斉調査を行っており、 今回で 14 回目の調査とな
ります。
  この調査には一斉調査 ( ルートセンサス ) と定点調査の二種類があります。
  一斉調査は早朝、 二人一組で林道を行きに 2ｋｍ、 帰りに 2ｋｍの往復 4ｋｍ
を歩き、 さえずっている個体の位置を地図に記入していく調査です。 主な調査
対象となる奄美中央林道 （奄美市名瀬－宇検村） が長いために多くの調査員
を必要としています。
定点調査とはあらかじめ決められた地点付近でさえずっている個体の位置を地
図に記入していく調査です。 この調査も参加者が多ければ奄美大島のいろん
な地域をカバーすることができます。
  また、 この調査資金の寄付のお願いも行っております。 調査用具の購入費や
調査員の保険料や朝食などの経費に充てるためです。
　この調査の意義をご理解頂き、 御協力をよろしくお願い申し上げます。

調査地 ： 奄美中央林道、 金作原林道、 里林道、 油井岳、 湯湾岳など
※調査地までは、 車にてお送りいたします。

調査日 ： 2007 年 3 月 18 日 （日） …本調査 （一斉調査）
3 月 17 日 （土）、 19 日 （月） ～ 21 日 （水 ： 春分の日） …補足調査
※一番人手が必要なのは 18 日の本調査ですが、 17 日、 19 日～ 21 日の補
足調査への参加でも結構です。
調 査 時 間 ： 午前 4 時～午前 9 時
調 査 方 法 ：
　事前に決められた調査林道を２人 1 組で歩きながら、 オオトラツグミのさえず
り地点を地図に記録していきます。 事前に調査参加者向けの説明会を行いま
すので、 いずれか一日にご参加ください。
（3 月 13 日（火）、14 日（水）、15 日（木）19 時 30 分～ 21 時　奄美博物館にて）

調 査 主 催 ：
奄美野鳥の会 （奄美市名瀬和光町１2－8TEL&FAX:0997-57-7593 ）
調 査 指 導 ： 石田健 博士 （東京大学大学院農学生命科学研究科助教授）
協賛 （予定） ： 環境省奄美野生生物保護センター、 鹿児島森林管理署
後　援　：　大島支庁農林課、 奄美市、 龍郷町、 瀬戸内町、 大和村、 宇検村
協　賛　：　奄美博物館

【お問い合わせ先】
奄美野鳥の会　TEL＆FAX : 0997(57)7593

現在

申込み住宅

佐大熊 218 世帯 590 戸

春日 72 世帯 316 戸

平田 84 世帯 140 戸

永田 48 世帯 30 戸

小浜 60 世帯 32 戸

浜里 213 世帯 240 戸

田雲 96 世帯 106 戸

真名津 103 世帯 70 戸

その他 151 世帯 118 戸

【名瀬地区】　

　　　　　　新芦花部
　　　　　 （特公賃）１戸あり

　　　【住用地区】　
西仲間　２戸あり
役勝　　１戸あり
山間　　１戸あり
戸玉　　５戸あり
市　　　２戸あり

市営住宅空家待ち状況
平成19年1月31日

　　　　　　崎原　　 １戸あり

※住用地区，笠利地区については，各総合支所に
お問い合わせください。

住用総合支所　建設課　69-2111

笠利総合支所　建設課　63-1111

待ち世帯 対象戸数

※空家：

早朝の奄美の森を歩きませんか？

【オオトラツグミ】

【調査説明会（奄美博物館）】 【一斉調査のようす（ルートセンサス）】

省エネタップで待機電力カット
　　　　　　省エネ豆知識シリーズ（23）

奄
美
奨
学
会
貸
費
生
出
願

要
項
�
�
知
�
�

目
的
：
奄
美
群
島
出
身
者
及
び
そ
の
子
弟

で
高
専
、
短
大
、
大
学
及
び
大
学
院
に

在
学
し
、
成
績
優
秀
、
心
身
健
全
で
あ

り
な
が
ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学

困
難
な
者
に
修
学
に
必
要
な
資
金
を
貸
付

け
、
有
要
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。

貸
付
け
月
額
：
高
専

・
短
大

・
大
学
生
三

万
円　

大
学
院
生
三
万
五
千
円
。

貸
付
け
期
間
：
正
規
の
修
学
期
間
。

返
還
方
法
：
卒
業
後
６
ヶ
月
を
経
過
し
た
後

15
年
以
内
で
、
月
賦
又
は
年
賦
で
返
還
す
る

（
無
利
息
） 

必
要
書
類
：
「
奨
学
生
願
書
」
「
奨
学
生
推

薦
調
書
」
「
成
績
証
明
書
」
「
住
民
票
」
（
各

１
通
）

「写
真
１
葉
（
３
ヶ
月
以
内
で
サ
イ
ズ
は
自
由
）
」

選
考
方
法
：
申
込
願
書
４
月
末
締
切
、
書

類
選
考
の
上
５
月
中
に
決
定
。

奨
学
生
人
員
：
若
干
名

募
集
要
項
等
資
料
の
配
布
：
財
団
法
人
奄
美

奨
学
会

問
い
合
わ
せ
先 

〒
１
０
２-

０
０
８
３
東
京

都
千
代
田
区
麹
町
６
丁
目
４
番
地　

麹
町

ハ
イ
ツ
903
号 

正
野
法
律
事
務
所
内　

財
団
法
人　

奄
美

奨
学
会

電
話: 

０
３-

３
２
６
４-

６
４
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平
成
19
年
度
�
均
等
・
両
立

推
進
企
業
表
彰
�
候
補
企
業

�
公
募
�
�
�
�

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
る
企
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
企
業
を
募
集
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
「
女
性
労
働
者
の

能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め
の
積
極
的
な

取
組
」
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
及

び

「
仕
事
と
育
児

・
介
護
と
の
両
立
支
援

の
た
め
の
取
組
」
に
つ
い
て
、
他
の
模
範
と

も
い
う
べ
き
取
組
を
推
進
し
て
い
る
企
業
を

対
象
に

「
均
等

・
両
立
推
進
企
業
表
彰
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
企

業
は

「
均
等

・
両

立
推
進
企
業
表

彰
基
準
」
を
満
た

す

企

業

で
、
応

募
受
付
期
間
は
平

成
19
年
２
月
１
日

か
ら
３
月
31
日
ま

で

（※

当
日
消
印

有
効
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、

下
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

お問い合わせ先
鹿児島労働局雇用均等室
〒892-0847 鹿児島市西千石町 1-1
TEL ： 099-222-8446　FAX ： 099-222-8459

厚生労働省ホームページ

http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/

　SNS とはソーシャルネットワークシス
テムの略で、 インターネット上で参加者
が日々感じたことを日記形式で公表し
たり、 コメントを通じて対話をしたり、
興味のある人同士が同じテーマで集
い、 語り合うことができます。 詳しい使
い方については、 SNS のトップページ
の 「ご利用ガイド」 をご覧下さい。

奄美市地域SNSのご紹介

奄美市地域SNS：http://sns-amami.jp/



★名瀬公民館新着図書案内★

～やさしい農業の基礎講座～

奄美市だより　平成 19 年 3 月号（7）

種  類 教育奨学生 

申し込み資格 

本市に引き続き３年以上居住し、生活の本拠を有する者又はその子

弟のうち、経済的理由で進学若しくは修学することが困難と認めら

れている者又は、学力，芸術，文化若しくはスポーツに優れている

者 

対 象 者 

高等学校又は高等専門学校（１年，２年，３年）に進学又は在学し

ている者 
高等専門学校（４年，５年），専修学校の専門課程，大学又は大学

院に進学又は在学する者 
募 集 人 員 若干名 

貸し付け月額 
高等学校等奨学生               10,000 円 
高等専門学校（１年，２年，３年）奨学生    15,000 円 
大学等又は高等専門学校（４年，５年）奨学生  35,000 円 

貸 付 の 利 率 貸付の利息は課さない 
貸 付 期 間 正規の修学期間 

返 還 方 法 
卒業した日から 6 ヶ月を経過した日の属する月の翌月から最長 10
年以内 

募 集 期 間 
平成１９年３月１日（木） 

～平成１９年３月３０日（金） 

受 付 窓 口 

問 い 合 わ せ 
 
奄美市教育委員会総務課 ＴＥＬ；0997－52－1111（内 722） 

 

種  類 起業奨学生 

申し込み資格 

生活の本拠を本市に有する者で，農林，水産，商工、観光又は情報

通信に関する分野において，本市での起業を目的として専門技術の

習得又は研修を受ける者で，研修期間終了後１年以内に本市に居住

し，引き続き３年以上居住する者 
対 象 者 一般社会人 
募 集 人 員 若干名 

貸し付け月額 
郡内奨学生  50,000 円 
郡外奨学生  100,000 円 

貸 付 の 利 率 貸付の利息は課さない 
貸 付 期 間 研修期間（最長 1 年未満） 

返 還 方 法 
技術の習得や研修等が終了した日の属する月の翌月から 1年を経過

した翌月から最長 10 年以内 

募 集 期 間 年２回募集 締め切り期限：４月末日／１０月末日 

受 付 窓 口 
〒894－8555  鹿児島県奄美市名瀬幸町 25 番 8 号 

 奄美市産業振興部商工水産課 

問 い 合 わ せ 
 
奄美市産業振興部商工水産課ＴＥＬ；0997－52－1111（内 424） 

 
 

平成１９年度　奄美市ふるさと創生人材育成奨学生募集要項
１．教育奨学生

２.起業奨学生

【
一
般
図
書
】

＊
『
華
麗
な
る
一
族
上

・
中

・
下
』　

山
崎 

豊
子

＊
『
風
林
火
山
』 　

井
上 

靖

＊
『
狂
骨
の
夢
』　

京
極 

夏
彦

＊
『
ま
だ
生
き
て
い
る 

我
が
老
後
』 　

佐
藤 

愛
子

＊
『
名
も
な
き
毒
』　 

宮
部 

み
ゆ
き

＊
『
使
命
と
魂
の
リ
ミ
ッ
ト
』　

東
野 

圭
吾

＊
『
中
庭
の
出
来
事
』　

恩
田 

陸

＊
『
真
実
真
正
日
記
』　

町
田 

康

＊
『
強
運
の
持
ち
主
』　

瀬
尾 
ま
い
こ

＊
『
死
顔
』
～
吉
村
昭
、
最
後
の
短
編
集
～　
　

吉
村 

昭

【
児
童
図
書
】

＊
『
デ
モ
ナ
ー
タ
４
B
E
C
』 　
　

ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン

＊
『
か
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　農林振興課 ・ 農業研究センターにおきましては、 下記の計画で農

業の基礎講座を計画しております。 興味のある方はどなたでも聴講で

きますのでご参加下さい。

講義日程　３月分

日 曜日 講   義   内   容 
８ 木 上手な土づくりや肥料の使い方 
９ 金 上手な農薬の使い方 

２０ 火 豆類（インゲン） 
葉菜類１（ほーれんそう） 

２２ 木 葉菜類２（キャベツ等） 
２３ 金 果菜類１（キュウリ等） 
２７ 火 果菜類２（ピーマン等） 

 ＊日程、時間等の変更が考えられますので、連絡してから聴講してください。

時間 ： 午前９ ： ００分から２時間程度

場所 ： 農村環境改善センター （名瀬朝戸）

　担当　農林振興課研修係　山下、 三宅　℡　５４－９００１

公民館事業予定　３月分
３月　３日 （土）　子ども料理教室 「デコレーション寿司」

　　　　　　　　　　　　　　場所 ： 四谷分館　時間 ： 午後２時～４時
　
３月　３日 （土）　親子茶道教室 （ひな祭りお茶会）

　　　　　　　　場所 ： 金久分館　時間 ： 午後２時～４時

３月１７日 （土）　子ども手芸教室 （小物つくり）
　　　　　　　　　場所 ： 四谷分館　時間 ： 午後３時～５時

申込み ・ 問い合わせ先　　　　　　　

　名瀬公民館　電話 ： 0997-52-1816

「園芸だより」 ～第１回　よい土でよい野菜づくりを～

野菜を育てるのは、 「太陽 ・ 水 ・ 空気 ・ 土」 ですね。 太陽 ・ 水 ・ 空気は自然

からの恵みに頼るとして、 野菜づくりの第１歩は 「土づくり」 です。

では、 野菜にとってよい土とは？

　　やわらかくて、 保水性 ・ 排水性 ・ 通気性のよい土

　　野菜にとって良い微生物がたくさんいる土　　　　　　　　　　有機物の投入

　　肥料養分のバランスのよい土

　　野菜が生育しやすい弱酸性 (pH5.5 ～ 6.5) の土　　 　　　　苦土石灰の投入

よって、 野菜にとってよい土にするためには

※たい肥等有機物は、分解されるまで時間がかかります。 早めに投入しましょう。

※畑によって、 アルカリ性、 酸性が違うので土壌診断を行い苦土石灰を適正に

使用しましょう。 土壌診断は各総合支所 ・ 農業研究センター等で行えます。

酸性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中性　　　　　　　　　　　アルカリ性

pH　　　　５　　　　　　　　　　６　　　　　　　　　　７　　　　　　　　　８　　　　　　　　　９

奄美に多く見られる土　　　　　　　　　　　　　　　　　貝殻等多い土地、 砂地等

石灰入れると pH が上がる （アルカリ性になる）

まとめ
植え付け 1 ～ 2 ヶ月前　土壌改良

　1m  当たり、完熟たい肥 2 ～ 3kg と苦土石灰 100 ～ 200g 入れてよく耕しましょう。

植え付け 1 週間前　　栄養補給

　適量の化成肥料を入れましょう。

植え付け

今が旬の地場産野菜

トマト、 キュウリ、 ダイコン、 ジャガイモ、 ニンジン、 ハンダマ、 葉ニンニク、 キャ

ベツ、 フダンソウ、 タンカンなど

新鮮地場産野菜は、 「新鮮地場産野菜取扱店」 のぼりが立っているお店で購

入出来ます。

次回は、 トマト、 キュウリ、 ナスの栽培ポイントを予定しています。

　お問い合わせ先 ：名瀬総合支所農林振興課　営農指導係　伊集院　54-9001

○有機物（たい肥、ススキ、キビのハカマ等）を投入しましょう。

○酸性土壌の土は、苦土石灰を入れて、土壌を弱酸性 (pH5.5 ～ 6.5) に保ちましょう。

弱酸性
（PH5.5 ～ 6.5）
野菜が生育しやすい

2

・ 奄美市教育委員会総務課　
 　　　　 　 〒894-8555　奄美市名瀬幸町 19 番 21 号（別館 2 階）
・ 住用教育支所　〒894-1294　奄美市住用町大字西仲間 111 番地
・ 笠利教育支所　〒894-0512　奄美市笠利町大字中金久 52 番地 6
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「老人福祉バス」の利用について（お知らせ）
　奄美市では、 老人クラブや福祉団体の自主活動の実施や各種研修会への

参加などを支援するため，老人福祉バス(定員２８人)を無料で運行しています。

ご希望の団体は， 下記支所へお申し込みください。

・ 対象団体

　奄美市老人クラブ連合会に加盟する老人クラブ又は

福祉団体

・ 利用目的

　老人クラブ及び福祉団体が実施又は参加する視察，

研修， レクレーション活動など

・ 利用曜日等

　平日 （市役所の開庁日） の午前８時３０分～午後５時１５分

　　　（休日等利用希望の場合は， ご相談に応じます。）

・ 問い合わせ先

〇名瀬総合支所　福祉政策課　高齢者係   ℡52-1111 内線 (602 ・ 603)

〇住用総合支所　市民福祉課　福祉係　　 ℡69-2111 内線 (107)

〇笠利総合支所　いきいき健康課　福祉係 ℡63-2299 内線 (122)

重度心身障害者医療費助成制度
　この制度は， 重度の身体障害者及び知的障害者の方に対する医療費の助

成制度です。 （医療保険適用の自己負担金について医療機関へ支払った後

に申請していただき， 指定の口座へ助成金が振り込まれます。 なお， 高額療

養費の払い戻し分や公費負担分 ・ 医療保険の適用にならない自己負担分に

ついては助成金の対象になりません。）

　対象者でありながらこの制度を利用していない方， 該当すると思われる方は，

お問い合わせ下さい。

　 助 成 対 象 者
　 ・ 身体障害者手帳 1 級または 2 級をお持ちの方
　 ・ 療育手帳Ａ・Ａ１ ・Ａ２をお持ちの方
　 ・ 身体障害者手帳３級と療育手帳Ｂ１をあわせてお持ちの方

【問い合わせ先】

〇名瀬総合支所　福祉政策課　ゆうあい係   ℡52-1111 内線 (605 ・ 606)

〇住用総合支所　市民福祉課　福祉係　　 ℡69-2111 内線 (107 ・ 108)

〇笠利総合支所　いきいき健康課　福祉係 ℡63-2299 内線 (122 ・ 133)

健康診断書発行を目的とした健康診断
業務の廃止について
　県の保健所において， 一般の県民の方々を対象として実施していまし
た健康診断書発行を目的とした健康診断業務については， 平成１９年３
月３１日限りで廃止します。
　健康診断書の発行を目的とした健康診断は， 最寄りの公立病院や医
療機関等で受診してください。 その際は、 希望の医療機関へ健診の実
施曜日 ・ 時間 ・ 料金等をあらかじめお問い合わせのうえ受診することを
お薦めします。
　なお， 県の保健所においては， 県民の方々の健康を保持するための
下記のような健康相談 ・ 健診業務は引き続き実施します。

引き続き実施する健診等
 ・　エイズ相談， 検査 （ＨＩＶ抗体検査）
          ・　難病相談
          ・　精神保健福祉相談
          ・　結核健診
        　・　被爆者健診
        　・　歯科健診         
        　・　肝炎ウィルス検査 （Ｃ型肝炎）
        　・　業態者検便  　など

 詳しくは， 名瀬保健所までお問い合わせください。
 問い合わせ ： 先鹿児島県名瀬保健所 総務課
     ℡ 0997-52-5411  担当） 福永
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今月の保健師さん

重田るみさん

健康
大切に大切に

にら入り和風ハンバーグ
【材料 ４人分】

　にら・・・・100ｇ　　　　　　 サラダ油・・・・大さじ2

　片栗粉・・・大さじ1/2　　 大根おろし・・・・240ｇ

　鶏ひき肉・・250ｇ　　　　　しょうゆ又はポン酢・・大さじ1

　木綿豆腐・・150ｇ　　　　　トマト・・・・・1個

　　   卵・・・・・１個　　　　　薄口しょうゆ・・大さじ1/2

　　　 酒・・・・・・・大さじ1　 こしょう・・・・少々

　　　

　　　【作り方】

①にらは細かく刻み、 片栗粉をまぶす。豆腐

は水きりをする。

②トマトは、くし形に切る。 

③鶏ひき肉に豆腐と A を加えて手でよく混ぜ、

にらも加えて更によく混ぜ合わせる。８等分

にし、平たく丸める。

④フライパンにサラダ油大さじ１を熱して③を４

個並べ、中火で両面を色よく焼き、弱火にし

てふたをし、３～４分蒸し焼きにして取り出す。残りも同様に焼く。

⑤器に盛り、くし形に切ったトマト、大根おろしを添え、ポン酢又はしょうゆで食べる。

【一口メモ】

にらには体内の余分なナトリウムを排泄するカリウムが豊富に含まれます。

１００ｇ中のカリウム量は葉ねぎの 2.3 倍です。

A

３月相談日のお知らせ

●派遣相談 （名瀬総合支所）

・ ３/８ （木）　高橋広篤　弁護士 ・ ３/２２ （木）　堂免修　弁護士

●テレビ電話相談 （名瀬総合支所←TV 電話→県弁護士会）

・ ３/１５ （木） 有馬潤　弁護士

【問い合せ先】

奄美市役所市民課　市民生活係

電話 ： ５２-１１１１（内線７１５ ・ ７１６）

奄美法律相談センター（※要電話予約）
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日 曜 コンサ－ト・催物 開演時間等 料金等 主  催 

４ 日 さざ波バンドコンサート 
開場 13:30 

開演 14：00 
無  料 

伊津部小学校 

  ℡ 52－0970 

11 日
名瀬小学校吹奏楽部 

卒業演奏会 2007 

開場 13：30 

開演 14：00 
無  料 

名瀬小学校 

  ℡ 52－0054 

18 日 フリーマーケット 9:00～15:00 一万人広場 
名瀬フリーマーケット市民の会 

  ℡ 53－3507（稲井） 

21 水
城音楽教室 

第２１回 定期発表会 

開場 12：00

開演 12：30
無   料 

城音楽教室 

  ℡ 53－8772 

25 日
奄美市誕生一周年記念祭 

～ともに築く豊かな郷土～ 
10：00～15：00 無   料 

奄美市（市民協働推進室） 

  ℡ 52－1111（内 315） 

※主催者の都合により、開演時間入場方法等が変更になることがあります。 

お問合わせは，それぞれの主催者へお願いいたします。 

〒894－0036 鹿児島県奄美市名瀬長浜町５１７番地 奄美振興会館 TEL 54－1211 FAX 52－6852 

《名瀬地区》 
行  事 日時・受付時間 場   所 対   象   

乳児健診 3/9(金) 13:00～13:15 保健センター 平成18年11月生 

７ヵ月児健診 3/13(火) 9:30～10:30 保健センター
平成18年7月16日生～

平成18年8月15日生 

1 歳 6 ヵ月児健診 3/16(金) 13:00～13:15 保健センター 平成17年9月生 

3 歳 5 ヵ月児健診 3/15(木) 13:00～13:15 保健センター 平成15年10月生 

フッ素塗布   市内歯科医院
平成17年3月生  
平成16年9月生  
平成16年3月生 

母子健康相談 
のびのびっこ広場 

3/14(水) 19:30～11:00 保健センター
 市内に住む 
  子どもとその親 

歯科健康相談 3/20(火) 19:30～10:00 保健センター 市内に住む子ども 

はつらつ 

健康相談 
3/8(木) 13:30～14:00 保健センター 一般市民 

《住用地区》 
行  事 日時・受付時間 場   所 

歯科検診・フッ素塗布 3/6（火） 13:45～14:00

住用公民館 

対象： 平成17年3月生 

平成16年9月生 

平成16年3月生 

母子健康相談 3/6（火） 13:30～14:00 住用公民館 

《笠利地区》 
行  事 日時・受付時間 場   所 

4 ヵ月児・7ヵ月児相談 14:30～15:00 ふれ愛の郷多目的ホール

1歳6ヵ月児・3歳児健診 
3/7（水） 

13:30～14:00 ふれ愛の郷多目的ホール

歯科検診・フッ素塗布 3/8（木） 13:30～14:00

ふれ愛の郷多目的ホール

対象： 平成17年3月生 

平成16年9月生 

平成16年3月生 

母子健康相談 3/6（火） 10:00～ ふれ愛の郷多目的ホール

(9)                                                                       奄美市だより 平成 19 年 ３月号 

前
﨑 

優
華
（
ゆ
う
か
） 

 

一
章 

向 
 

愛
優
（
あ
ゆ
う
） 

 

昭
光 

厚 

優
衣
奈
（
ゆ
い
な
） 

 

政
光 

里
島 

王
羅
（
お
う
ら
） 

新
太
郎 

 

《
笠
利
地
区
受
付
》 

徳
久 

玄
ノ
介
（
げ
ん
の
す
け
）
欣 

大
山 

偉
歩
生
（
い
ぶ
き
） 

周
作 

當 
 

春
菜
（
は
る
な
） 

 

英
正 

浜
崎 

悟
空
（
ご
く
う
） 

 

健
人 

園
山 

愛
美
香
（
あ
み
か
） 

圭
美 

山
下 
太
一
（
た
い
ち
） 

 

和
也 

清
田 
美
輝
（
み
き
） 

 
 

輝
哉 

村
田 

夢
愛
（
ゆ
ら
） 

 
 

睦
哉 

愛
甲 

隼
也
（
し
ゅ
ん
や
） 

宏
良 

吉
原 

花
音
（
か
の
ん
） 

 

大
剛 

連絡先：健康増進課 ℡52-1111（内線 682、684、686、685） 

 

 

三種混合の接種対象年齢および間隔については下記のとおりとなって

おりますが、万一その間隔を超えた場合、事故が発生しても国の補償を受

けられなくなってしまいますので、接種間隔を必ず守って受けていただきま

すようお知らせいたします。（※実施間隔を超えた方は別途手続きが必要

ですので住所を有する各総合支所へお問い合わせ下さい。） 
 
記 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【問い合わせ先】健康増進課予防係 TEL0997-52-1111（内線 686） 

 
問題をよく読んで、３つの答えの中から正しいものを選び、 
ハガキに書いてお送りください。 
①奄美市では、既存の住宅は、住宅用火災警報器等を何年の 
5月 31日までに設置しなければならない？（ヒント 4ページ） 
Ａ－平成 19年  Ｂ－平成 21年  Ｃ－平成 23年 

②奄美野鳥の会で、繁殖個体数の増減を記録するために 
さえずり一斉調査をしている鳥は？（ヒント 6ページ） 
Ａ－ルリカケス   Ｂ－オオトラツグミ   Ｃ－アカショウビン 
③野菜が生育しやすいのは、何性の土？（ヒント 7ページ） 
Ａ－弱酸性   Ｂ－中性   Ｃ－弱アルカリ性 
■応募方法 
 ハガキに答え（例 ①－Ａ）、住所、氏名、年齢、性別、電話番号と 
市政に対するご意見、面白い話などがありましたら、書き添えてください。 
 全問正解者の中から抽選で１人に日本エアーコミューター往復優待券（5割引）、 
10人に 500円の図書券をプレゼントします。 
■あて先 〒894-8555 奄美市名瀬幸町２５-8 奄美市役所「広報クイズ」係 
■締め切り 3 月 15 日（木）消印有効 
■２月号の正解 ①－Ｂ ②－Ｃ ③－Ｂ（66 通中 64 通正解） 
  抽選で下記の方々が当選しました。おめでとうございます。 
●日本エアーコミューター往復優待割引券（1 人） 
宮澤 みどりさん（名瀬石橋町） 

●500 円の図書券（10 人） 
木尾純也さん（笠利町外金久）、古谷美咲さん（名瀬浜里町）、當まち子さん（名瀬平田

町）、平美和子さん（名瀬井根町）、下登亜紀さん（名瀬長浜町）、大山和子さん（名瀬

有屋町）、常盤輝雄さん（名瀬仲勝）、山田京子さん（名瀬伊津部町）、河野絹代さん

（名瀬金久町）、山田ヤエ子さん（名瀬長浜町） 

 

■
田
中
一
村
は
毎
日
本
茶
峠

に
散
歩
す
る
の
を
日
課
に
し

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
頃

は
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
の
並
木
は
無

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
田
中

一
村
の
描
く
「
奄
美
の
ヒ
カ
ン

ザ
ク
ラ
」
を
見
て
み
た
い
も
の

で
す
。
（
か
な
う
こ
と
な
ら
ば

…
）
（50
歳
男
性
） 

■

龍
郷
町
の
本
茶
峠
の
桜
並

木
は
お
見
事
で
す
。
植
え
た

人
々
の
思
い
が
伝
わ
る
満
開
の

ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
に
嬉
し
く
思
う

こ
と
で
し
た
が
…
さ
て
、
我
が

名
瀬
の
街
は
残
念
な
が
ら
味

わ
え
な
く
て
。
海
岸
通
り
を

「
桜
ロ
ー
ド
」
に
す
る
取
り
組

み
が
あ
る
と
楽
し
み
で
す
ね
。

（29
歳
男
性
） 

■
奄
美
に
来
て
も
う
す
ぐ
１

年
に
な
り
ま
す
。
奄
美
の
良

さ
を
ま
だ
ま
だ
知
り
得
て
い

な
い
の
で
、
も
っ
と
学
び
楽
し

ん
で
、
自
分
の
身
近
な
人
へ
教

え
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
（30
歳
女
性
）

め
る
こ
と
が
出
来
、
人
と
比
較

し
な
い
、
自
分
を
見
つ
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
よ
!!
（38

歳
女
性
） 

■
陸
上
の
合
宿
の
人
達
が
く

る
日
も
く
る
日
も
冷
た
い
時

雨
る
る
中
練
習
し
て
い
る
の
を

            

見
る
と
、
折
角
奄
美
を
選
ん

で
く
れ
た
の
に
「
ご
め
ん
な
さ

い
ね
」
と
詫
び
た
く
な
り
ま

す
。
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
島
の

若
者
達
に
は
い
い
刺
激
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
感
謝
で

す
。
（
？
歳
女
性
） 

 

■
少
し
で
も
ス
マ
ー
ト
に
な
れ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
大
浜
の

タ
ラ
ソ
に
通
っ
て
い
ま
す
。
俗

に
言
う
オ
バ
さ
ん
が
た
く
さ
ん

で
す
（
も
ち
ろ
ん
私
も
）
、
十

人
に
一
人
位
が
男
性
で
す
。

女
性
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
で
す

よ
。
皆
、
真
面
目
に
一
生
懸
命

歩
い
た
り
、
体
操
し
た
り
、
サ

ウ
ナ
に
入
っ
た
り
頑
張
っ
て
ま

す
。
一
年
後
は
、
み
ま
ち
が
え

る
程
ス
テ
キ
な
オ
バ
さ
ん
た
ち

が
い
る
か
も
。
（60
歳
女
性
） 

■
今
年
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
宣
言
を

し
た
私
で
す
。
５
㎞
ち
ょ
っ
と

の
通
勤
を
車
か
ら
自
転
車
に

変
え
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
も
気

に
な
り
ま
す
し
。
（
30
歳
男

性
） 

■
先
日
、
「
ヨ
ー
ガ
」
を
初
体

験
し
ま
し
た
。
ス
タ
イ
ル
や
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的
の
人
も
多
く

い
ま
し
た
が
、
実
際
や
っ
て
み

る
と
呼
吸
法
が
大
事
な
ん
だ

な
ぁ
〜
と
実
感
し
ま
し
た
。
何

よ
り
第
一
に
、
精
神
面
を
見
つ 

勤労者ファミリー資金 
 勤労者ファミリー資金は鹿児島県と九州労働金庫との協調融資です。 
県内の中小企業にお勤めで県内在住の方であればご利用いただけます。 

【資金種類】  １ 遅払賃金補てん資金，２ 育児・介護休業資金， 

３ 教育資金，４ 医療資金，５ 冠婚葬祭資金 

【融資利率】  遅払，育児・介護…２．０％ その他２．２％ 

（別途保証料０．７％～１．２％） 

【融資限度額】 遅払賃金補てん６０万円，育児・介護１００万円 

          教育２００万円，医療，冠婚葬祭１５０万円 

【融資期間】   教育１０年以内，その他５年以内（据置期間を含む） 

▽問い合わせ先 九州労働金庫県本部 TEL099-225-2217 またはお近くの支店まで 

広報 
クイズ

◆ ◆対象年齢 ：３ヶ月～９０ヶ月未満 
 
◆ ◆第１期初回：３～８週間の間隔で３回接種 
 
◆第１期追加：１期３回目終了後、１２月～１８月以内に

１回接種 

                 計４回で接種完了 



 

掲載を希望される方は、お気軽にご連絡
ください。広報係（内線 311） 

奄美市だより 平成 19年 3月号                                                (10) 

―
三
月
詠
―

（
新
南
風
俳
句
会
） 

毛
糸
編
む
九
十
七
才
す
こ
や
か
に 

川
平
美
粉

日
向
ぼ
こ
赤
子
す
っ
ぽ
り
大
胡
坐

お
お
あ
ぐ
ら 

西
の
り
子

東
風

こ

ち

わ
た
る
大
地
の
芽
吹
き
促
し
て 緑

沢
克
彦

（
蕗
奄
美
俳
句
会 

倉
田
紘
文
選
） 

ペ
ン
ペ
ン
草
小
雨
に
煙
り
揺
れ
や
ま
ず 

中
村
恵
美
子

倖
せ
を
導
く
色
香
桃
の
花 

安
田
ま
ち
子

名瀬総合支所から

いつも元気で 

優しい子になってね 
 
父 誠一、母 なぎさ（古田町）

―愛し子へ― 
佐 昊希

こうき

ちゃん (h17.10.30 生れ) 

 

大いなる海の恵みに感謝 

 ビーチクリーン実施！ 
母なる海の恵みを頂くタラソテラピー。タラソ奄美の竜宮では毎

月第 1 日曜日に大浜の海岸清掃を実施しています。お時間の合う

方、ご一緒に大浜のビーチクリーンにご協力下さい。 

●活動報告 

去る 2 月 12 日に第 2 回ビーチクリーンを実施しました。タラソ

スタッフ 4 名、タラソ会員 8 名の計 12 名が参加。さわやかな天気

に恵まれ、ごみ拾いをしながら軽く汗ばむ陽気でした。約 1時間で

ゴミ袋（大）に 24 袋の大収穫。蛍光灯など危険なごみも多々あり

ました。 

●次回のビーチクリーン 

3 月 4日（日）9：00～（約 1時間） 

※タラソ奄美の竜宮正面玄関集合。 
 
 

ＮＨＫ朝の 

ラジオ体操 
4月 22 日(日)、笠利町

太陽が丘陸上競技場で行

奄美市誕生一周年 

記念祭のお知らせ 
日時：3月 25 日（日） 

10:00～15:00 

場所：奄美文化センター 

内容：なちか写真展、絵画展

「夢 奄美」、笑顔の泥染め

タペストリー展、特設ステ

ージアトラクション、 
（同時開催） 

ハーモニーフェスタ奄美 2007、農

業ふれあいまつり、みんなで楽し

む園芸教室、郵便局コーナー、Ｆ

Ｍ放送発信 

お問合せ先：企画調整課（315） 

住用町大字摺勝字俊勝袋 451 番 3 

区  画 面  積 坪  数 

物件 D区画 597.46㎡ 180.73 坪 

物件 E区画 711.53㎡ 215.24 坪 

住用町大字摺勝字俊勝袋 451 番 4 

区  画 面  積 坪  数 

物件 H区画 341.86㎡ 103.41 坪 

住用町大字摺勝字俊勝袋 451 番 2 

区  画 面  積 坪  数

物件 A区画 597.06㎡ 180.61 坪

物件 B区画 501.02㎡ 151.55 坪

物件 C区画 608.07㎡ 183.94 坪

下記の土地を次の要領により競売しますのでお知らせします。 

申込期間：平成 19 年 3月 9日(金)から平成 19 年 3月 20 日（火）までとする。 

     （ただし、土・日は除き、9時から 17 時までとする。） 

申 込 先：奄美市 住用総合支所 地域総務課 総務財管係(住用総合支所２階) 

申込方法：所定の申込書により期間内に、現地を確認の上申し込むこと。 

電話・メール・FAX 等による申し込みは受け付けません。 

     申し込みは、1人 1区画に限定します。 

競売期日：平成 19 年 3月 22 日（木） 午後 1時 30 分から 

最低制限価格：有り  A 区画から H区画 １㎡当り 7,500 円とする。 

場  所：奄美市住用総合支所 2 階会議室 

現地説明：日時  平成 19 年 3 月 16 日（金） 午後 1時 30 分から 

平成 19 年 3月 17 日（土） 午前 10 時 00 分から 

     場所  奄美市住用町大字摺勝字俊勝袋地内（東城小中学校近く） 

参加資格：個人の住宅の用途に供する事を目的とするもの者 

そ の 他：詳細については、担当課にお問い合わせ下さい。 

奄美市住用総合支所 地域総務課 総務財管係 

      電話 0997－69－2111（内線 201・202） 

土地の表示 

市有地競売のお知らせ 

ＮＨＫのど自慢 
6 月 10 日(日)、奄美文

なわれます。

化センターで

行なわれます。

Ｈ区画 

Ｅ区画

Ｄ区画 
Ａ区画 

Ｂ区画

Ｃ区画

Ｄ区画 

Ｅ区画

Ｈ区画 

Ａ区画 

Ｂ区画 Ｃ区画



 
 
 
 
 
  

群馬県みなかみ町（旧新治村）へ 
笠利町の子ども達が訪問 

今年６回目となる笠利・群馬県みなかみ町冬の交流事業が 2月 9日～13 日

までの間行われ、参加した子ども達は雪景色の中でスキー体験をしてきまし

た。 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た 

次
の
方
か
ら
奄
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
笠

利
支
所
へ
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
芳
名

を
記
載
し
誠
意
を
表
し
ま
す
。 

○
里 

キ
エ
様
（
用
安
） 

亡
夫
義
純
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封

○
山
田
一
郎
様
（
中
金
久
） 

亡
父
栄
雄
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封

○
常
田
シ
ナ
子
様
（
須
野
） 

亡
夫
金
彦
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封

○
濱
田
隆
三
千
様
（
平
） 

亡
夫
隆
義
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
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笠 利 総 合 支 所 か ら 

ふるさとの学舎    大島北高 87 

産業現場見学 
2月 7日（水）総合的な学習の時間「アマンｄａｙ」の一環とし

て産業現場を訪問しました。この学習を通して地域の産業について

理解を深めることをねらいとして毎年行っているもので、今年も地

元産業の方々にご協力をいただいて学習することができました。 

 水間黒糖工場では、昔ながらの製法で黒糖を作る様子を見学し、

熟練の作業を見ることができました。 

 浜千鳥館では、原料となる黒糖の 7割を奄美産のサトウキビを使
って黒糖焼酎作りに取り組んでおられました。しかも奄美群島で生

産されたものしか黒糖焼酎と銘打つことが出来ないということを

知りました。 

 紬織工養成所には、昨春に本校を卒業した先輩も働いており、そ

の製品も見せてもらいましたが、上手に織り上げられており感動し

ました。 
 営農支援センターでは、奄美

の特産品であるパッションフル

ーツ、ゴーヤなどの様々な取り

組みについて学習しました。 
 有機農業支援センターでは、

土着菌を使った堆肥作りについ

て教えていただきました。ここ

で作られる堆肥は熟成に半年か

かっており、賞をいただくほど

できがよいのだそうです。 こ

れらの産業現場を見学し、生徒

たちは普段知っているようで知

らない地場産業について学び、

認識を新にすることが多かった

ようです。実際に見て体験する

ことで生徒たちの中に、奄美の

良さや伝統、これからの奄美、

また今後の進路について考える

良いきっかけになったのではな

いでしょうか。 

（黒糖焼酎作り）

（大島紬に感動）

2 月 9 日に行われた対面式では、6 ヶ

月ぶり会う友達との再会に照れている

様子でした。 

山野利光教育委員長の挨拶に続いて、

宇宿小の大瀬詞文さんが児童代表のあ

いさつを行い、その後引率者の中村瑞希

さんが「朝花節」と「よいすら節」を、

笠利小の武 静紅さんと元 美晴さん

のはやしで唄いました。 

10・11・12 日の 3日間は、天神平スキ

ー場でスキー体験を中心にソリ乗りや

雪遊びを満喫、またホストファミリーと

の交流も楽しみました。 

12 日のお別れ式では児童を代表して

宇宿小の上村黎香さんが「楽しい思い出

がたくさん出来ました。また来たいで

す。」とあいさつをしました。 

最後は「いきゅんな加那節」を唄い全

員で六調を踊りました。笠利っ子のみな

さんこの貴重な体験を活かしこれから

もいろんなことにチャレンジしてくだ

さい。 

 

3
月
行
事
予
定 

 

1
日
（
木
）
大
島
北
高
等
学
校
卒
業
式 

3
日
（
土
）
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
お
別
れ
大
会 

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
） 

5
日
（
月
）
生
活
保
護
支
給 

6
日
（
火
）
母
子
相
談 

7
日
（
水
）
母
子
検
診 

8
日
（
木
）
歯
科
検
診 

10
日
（
土
）
保
育
所
卒
園
式
（
赤
木
名
・
節
田

・
佐
仁
・
宇
宿
・
須
野
） 

13
日
（
日
）
中
学
校
卒
業
式 

14
日
（
水
）
ふ
れ
愛
会 

15
日
（
木
）
第
３
回
定
例
農
業
委
員
会 

17
日
（
土
）
へ
き
地
保
育
所
卒
園
式
（
屋
仁 

・
手
花
部
・
喜
瀬
・
用
安
） 

20
日
（
火
）
赤
木
名
附
属
幼
稚
園
卒
園
式 

22
日
（
木
）
小
学
校
卒
業
式 

23
日
（
金
）
幼
・
小
・
中
学
校
修
了
式 

28
日
（
水
）
ふ
れ
愛
会 

31
日
（
土
）
全
保
育
所
保
育
修
了 

2
月
18
日
（
日
）
公
民
館
講
座
の
合
同
閉
講
式
が
太
陽
が

丘
総
合
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

閉
講
式
で
は
、
講
師
の
先
生
や
受
講
生
な
ど
多
く
の
方
が
、

舞
台
発
表
や
作
品
展
示
で
学
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

徳
永
教
育
長
が
「
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
お
互
い

に
誘
い
合
い
、
学
び
合
い
、
学
習
し
た
成
果
を
家
庭
や
職
場
、

地
域
に
広
げ
て
く
だ
さ
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
平
田
市

長
（
朝
山
区
長
代
読
）
が
祝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。 

受
講
生
代
表
謝
辞
で
は
舞
踊
・
島
唄
教
室
に
学
ん
だ
中
村
祥

子
さ
ん
が
、
「
始
め
の
こ
ろ
は
私
に
も
出
来
る
だ
ろ
う
か
と
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
先
生
方
の
や
さ
し
い
指
導
と
、
励
ま

し
の
言
葉
に
支
え
ら
れ
、
頑
張
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。
」
と
講
師
の

先
生
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。 

成
果
発
表
で
は
、
大
正
琴
や
島
唄
、
舞
踊
、
佐
仁
八
月
踊
り
、

節
田
親
子
読
書
会
な
ど
8
講
座
の
み
な
さ
ん
が
発
表
、
ま
た
、

今
年
か
ら
新
講
座
の
新
民
謡
教
室
の
歌
謡
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。 展

示
会
場
で
は
、
書
道
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
洋
裁
、
編
物
等

な
ど
12
講
座
の
作
品
が
展
示
さ
れ
多
く
の
方
が
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。 平

成
18
年
度
公
民
館
講
座
合
同
閉
購
式 

（佐仁八月踊り） 

（大正琴教室） 

（作品展示の様子） 

受講生あいさつ 
中村祥子さん 

徳永教育長あいさつ
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長
寿
は
町
の
誇
り

奄美市だより　平成 19 年 3 月号 （12）

２
月
１
日
須
野
に
お
住
ま
い
の

貴
島
ツ
ル
さ
ん
が
満
百
歳
を
迎

え
、
同
日
、
朝
山
助
役
と
い
き
い

き
健
康
課
の
関
係
職
員
が
敬
老

祝
い
金
50
万
と
証
書
を
贈
呈
し

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
朝
山
助

役
の
祝
福
の
言
葉
に
ツ
ル
さ
ん
は

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
」

と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。
現

在
五
男

（
末
治
）
の
家
族
と
同

居
、
毎
日
、
散
歩
や
庭
の
草
引

き
が
日
課
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

２
月
３
日

（
土
）
に
は
同
市
笠
利

町
の
介
護
老
人
保
健
施
設
ア
マ

ン
デ
ィ
ー
に
入
所
の
那
須
ス
ミ
コ

さ
ん
が
満
百
歳
を
迎
え
同
日
、

祝
い
金
と
証
書
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
朝
山
助
役
が
「
多
難
な
一
世

紀
を
元
気
に
過
ご
さ
れ
た
の
は

強
い
精
神
力
と
肉
体
の
た
ま
も

の
。
ま
す
ま
す
元
気
で
長
寿
を

重
ね
て
く
だ
さ
い
。
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
か
け
る
と
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
」
と
は
っ
き
り
と
し
た
口

調
で
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
ん

し
ょ
う
れ
よ
！

祝
い
金
制
度
は
、
旧
笠
利
町

で
昭
和
60
年
に
制
定
さ
れ
た
敬

老
祝
い
金
条
例
に
基
づ
き
祝
い

金
並
び
に
記
念
品
の
贈
呈
を

行
っ
て
い
た
も
の
で
、
合
併
後
も

当
分
の
間
笠
利
町
に
限
定
し
て

引
き
継
が
れ
ま
す
。

貴
島
さ
ん
は
明
治
40
年
２
月

１
日
生
の
46
人
目
、
那
須
さ
ん

は
明
治
40
年
２
月
３
日
生
の
47

人
目
に
な
り
ま
す
。

１
月
28
日
、
下
方
地
区
に
て
健
康
づ

く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
あ
り
ま
し

た
。
肌
寒
い
中
、
気
持
ち
よ
く
歩
き
終

え
た
ゴ
ー
ル
に
は
、
温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

満百歳の那須スミコさん

長
寿
は
町
の
誇
り

貴
島
�
�
�
�
�
須
野
�

那
須
�
�
�
�
�
�
佐
仁
�

�
敬
老
祝
�
金
贈
呈

ま ち の 話 題

　１月２２日、奄美小学校にて
平田市長を交えて給食を食
べる催しがありました。市長と
の会話や、 お互いの質問な
どもあり、 楽しいひとときにな
りました。

満百歳の貴島ツルさん

【２月９日 / 佐仁校区】

【奄美小学校で給食】

【文化センターでの展示の様子】

【２月１３日 / 笠利校区】

名瀬

住用 　

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ

ど
も
は
町
の
宝
、
み
ん
な
で
こ

の
子
た
ち
に
誇
れ
る
町
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○大野りんかちゃん　
平成18年3月8日
祐介（里）

○平島小羽ちゃん
平成18年3月23日
大悟（里）

こ  う

けんと

○濱田健渡ちゃん
平成18年3月28日
弘興（外金久）

よしの

○泉美乃ちゃん
平成18年3月31日
祐次郎（川上）

ま な

○平田麻奈ちゃん
平成18年3月16日
幸樹（辺留）

笠利
むらおこし座談会

富　紗妃菜ちゃん

　平成 18 年 3 月 13 日生

　　啓嗣 ・ 貴代 （西仲間）

 　「 お姉ちゃんと仲良く，笑顔
 　 いっぱいの優しい子になってね。 」
　－父・母より－

さきな

みやび
　　　　市田　雅ちゃん

 平成 18 年 3 月 13 日生

貴志 ・ 絵里 （山間）

「 明るく，可愛く，元気な
子になってね。 」
  －父・母より－

給食を食べよう

AMAMI市美展

２月１０日、 文化センターに

て奄美市美展の表彰式が開催

され、 ２月１８日まで作品が展

示されました。

今年も各部門にたくさんの傑

作が出展されていました。

２月９日から、笠利町にて市役所と地

域住民による 「むらおこし座談会」が始

まり、さまざまな意見交換がありました。
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